
<情 報教育部会>

1研 究 主 題

rlTを 活 用 して学 習指 導 の 充実 を図 る ための指導内容 ・方法の工夫 ・改善」

E研 究 の 概 要

IT(情 報 通信 技術)に 関す る様 々 な環 境整備 が進 む 中、授 業へ のITの 活 用 が課題 とな っ

て い る、ITは 、本 来、人 と人 との コ ミュニ ケー シ ョンの手段 で あ り、その活 用 につい ては 、

学校 に お ける様々 な学習活 動に おいて 指導 がな され るべ きであ る。

本 研 究で は 、授 業 へのITの 活用 等 に関す る現状 を分析 す る とともに、ITを 活用 して学 習

指導 を行 う際 の指 導 内容 ・方法 を系統 的 に整 理 し、研 究 を行 っ た。

皿 研 究 の 内 容

1授 業 の=T化 と新 たな観点

情 報 教 育調査 研 究臨 力者 会議 の第1次 報 告 では 、情報 教育 の 目標 を 「情 報活 用 の実践 力」、

「情 報 の科 学的 な理 解」、r情 報 社 会 に参 画す る態 度 」 の3う の観 点 に ま とめ 、 こ う した能 力

・態度 を相 互 に関連 付 けてバ ラ ンス 良 く育成す るこ とが必 要で あ る と して い る。

従 来 、 こ うした 能力 ・態度 の 育成 は、 「総合 的 な学習 の時 間1や 中学校 の 「技術 ・家 庭」 の

一部
、高 等学校 の 「情 報」にお いて行 われ るべきで あ る と考 え られ が ちで あ った。 しか し、指

導 の 時数 や内容 の重 要性 を考 えれ ば、 こ う した指 導 は、本 来 、各 教科 にお け るITを 活用 した

授 業 にお いて も行われ るべ きもので あ る。 なぜ な ら、ITを 活用 した授 業 は、 普段何 げな く行

われ て い る他者 との情報 のや り取 りにつ いて 、改 めて意 識 させ うる絶好 の機 会 であ るか らであ

る。 しか し、各 教科 にはそれ ぞれ の 目標 が あるた め、教科 の指導 の 中で情報 教 育の 目標 を達成

す る こ とは難 しい とい う現状 があ る。 また 、 この こ とが各 教科 にお け る情報 教 育の重 要性 を一

層 見 えに くくさせ 、ITの 積 極的 な活用 を図 る上で の1つ の課題 とな ってい る。

一 方
、情 報教 育 が情報 の収集 と発 信 を基本 と して い るの は 、主 と して コン ピュー タ を道 具 と

して使 い こなす コン ピュー タ ・リテ ラ シー として の能 力で あ る。 しか し、ITを 活用 した授業

で求 め られ るの は 、コ ンピュー タを道具 と して使 い こなす た めの能力 で はない。 児童 ・生 徒が

コン ピュー タを道具 と して使 い、そ こか ら収集 した情報 をそれ ぞれの 課題 を解決 す るた め に活

用 しなが ら思考す る能力 で ある.ま た、 この 能力 は、情 報 の もつ 本来 の特性 か ら して他者 との

コ ミュニ ケー シ ョン と密接 にか かわ る もの であ り、「生 き るカ 」 ともな って い くもの で あ る.

そ こで 、本研 究 で は、 「情 報 を他 者 とのか かわ りの中で生 き る力 に転 換 で き る能 力や 態 度」

に着 目し、こ うした能力 ・態度 を育 成す る活 動を 「情報 活用 にお ける思考能 力 を高 め る活 動」

として 、ITを 活用 して学習指 導 を行 う際 の新 たな観 点 に位 置付 け た。

また 、 この観 点 を含 め、ITを 活 用 した授 業 にお け る情報 教育 の具 体的 な 目標 を 「ITを 活

用 した授業 にお け る観 点例」として発 達段 階 ご とに整理 し、総合 的 な学習 の時 間や 中学校 の 「技

術 ・家 庭」 及 び高等 学校 のr情 報 」 のみ でな く、他 の教 科 にお いて も系統 的な指 導が で き るよ

っに した。
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(実 態 調 査 の結 果)

本 研 究 を進 め る に あ た り 、小 ・中 ・高 校 の 児 童 ・生 徒 のITを 活 用 した授 業 、ITの 環 境 、

課 題 解 決 型 学 習 の 実 施 等 に 関す る 実 態 調 査 を 行 っ た 。 そ の 中 か ら代 表 的 な調 査 項 目の 結 果 を 次

に 示 す 。 な お 、 こ の 調 査 は 本 部 会 の 委 員 の 所 属 校 に お い て 各 学 年2学 級 の デ ー タ を ま とめ た も

の で あ る。

rvあ なたな、1罰暫潔辞砺1学習r首 分 で璽厚研 やわ、からな いごとを児 つ〃Lτ、 その こきk一つ炉 で調 べた クナ

る学習ノ を・ムた こどがあ クまナか.

〈結果 ・分析 〉

小 学校 で1ま 「総 合的 な学習 の時 間」等 で課題解決型 学習 を

取 り入れ て いるが、 中学 ・高校 と遊む につ れて実施 され なく

なってい る。課題解 決型の授業 を中学 ・高校で も積極 的 に取

り入 れ、情報 の敢捨選択 や活用 を適切 に行 う能力 ・態 度 を発

達段階に応 じて育成す る必要がある。

彪リ あなたな,1醗 匠)解辞の「 働的な趨裡rβ 分 で辞めた厚塀やわか6な いこま'ごつe・τ溺Fべる手農 や方 瑳ノ

を・卸 クτかま「ナか。

階では増加 の割合 が少な くな り、高校段 階ではむ しろ減少 し

ている。 本来 、学年 解進 む につれて課題 解決型の成果 が現れ

るぺ きであ るが十分 ではない。 前述の課題解 決型学習 の実施

との閨連が考え られ る。

ω あな、たぱ コン どユータを衡 ウτどのよ ラな ことを むた〃、でナか。

小 ・中 ・高校 とも 「インターネ ッ トでの情報収纂」、 「お絵か き(グ ラフィックを含む)」、「メール 」、 「年

賀状 」、 「画像の操作」、 「ゲーム」、 「音楽」等の一般的な利用 を希望す る内容がほ とんであった。

中学校 では、「交流 を したい」、 「海 外 とのメール交流」 の要望 もあ り、コン ピュー タを コミュニケー シ ョ

ンツール と して積極 的に活用 した い とい う意 欲が芽生 えて いる.情 報活用 の雲 践力{情 報の発信 ・伝達)

を通 じて情報の表現力、発信力を高める ような授 業を 目指 したい。

高校 では、「他校、外国 との交流1、 「宿題、 レポー トの作成」、「ま とめ、発表」、「進路、就職等の情報」

の希 望 も出て くる。ITを 教科や 自己の進路 に絡 め、各種の課題 を解決す るた めに利 用 しよ うとい う意欲

が出て きている。 また、「各種 ソフ トウェアの利用」、「デー タ管理」r数 式のグラフ化 」rプ ログラ ミング」

等 の多様な1Tの 活用 を試みたい とい う回答 も多かった。

授 業 のIT化 とい う観 点で は、小学校 と中学校 ・高等 学校 で は 、授 業形態 及 び発達 段階 等 が

大 き く異 な るため 区別 して記述 した。

2小 学校 にお け る授 業のIT化 と新 た な観点

小 学 校 で は 、 コン ピュー タ等 のIT機 器 を授 業に 活用 す る場面 は 、年 々増 えて い る。 しか し
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なが ら、そ の使 用頻度や 児童 の技能 的 な レベ ルに は、地域 、 学校や 学級 に よ る差 がみ られ る場

合 が あ る。

小学 校 にお ける コン ピュー タの利 用 に つい て、学習 指 導 要領解 説 で は 、「各教 科等 の指 導 に

当た っ ては、児 童が コ ン ピュ・一タや 情報 通信 ネ ッ トワー クな どの 情報 手段 に慣れ親 しみ 、適切

に活用 す る学習 活動 を充実す る とともに、視 聴覚教 材や 教育機 器 な どの教材 ・教 具 の適 切 な活

用 を 図 る こ と。jと 示 され てい る。 す な わち 、小 学校 では 、 コン ピュー タや 情報 通信 ネ ッ トワ

ー クに触れ 、慣れ 、親 しませ るこ とを第 一 のね らいにす べ きで あ る と してお り、中学校 の 「技

術 ・家 庭 」や 高等学校 の 「情 報」 の よ うに 明確な 目標 が 定 め られ ては いな い。 この こ とが コン

ピュー タの使用頻 度等 の差具 に も影響 してい る と考 え られ る。

ま た 、小 学校 で は、 「児 童の 生活 体験 が減 って いる のに 、更 に疑似 体 験 を増や す こと にな ら

な いか 」、 「教 師 の代 わ りに コ ン ピュー タが授 業す る よ うな こ とは 、人 と人 との触 れ 合 い を 目

的 とす る教育 の本 質 か ら外れ る」、 「判 断 力 の十 分 に育 っ てい な い児 童 に過 度 な情 報 を与 え る

のは ど うだ ろ うか」 な ど、授 業 に コン ピュー タを利 用す る ことに対す る疑 問や批 判的な意 見 も

一 部 にみ られ る
。

しか し、授 業の 目的 に応 じて コ ン ピュー タ等のIT機 器 を うま く活用 す る こ とがで きれ ば 、

教育 効 果 を高 めるこ とが可能 で あ る。 また 、学習指 導要領 に も示 され てい る よ うに 、高度 情報

通信 社 会 の進 展 に ともない 、社会 にあふ れ る情報 を児 童 が主 体的 に選択 ・活 用 で きるよ うに し

た り、情報 の受信 ・発信 の基本 的ル ール を身 に付 けた りす る こ とは一 層重要 にな って い る。

コン ピュー タは、あ くまで も学習 の た めの道具 の一つ であ る。 した がって 学習者 を主体 に考

え、児 童 の課題 解 決の支 援 ツー ル と して活 用す る こ とが大切 に なって くる。

イ ン ター ネ ッ トをは じめ とす るITの 普及 には 目を見 張 る もの があ り、児 童 の課題 解 決 学習

にイ ンター ネ ッ トが活用 され る こ とが増 えて きた。イ ンターネ ッ トには 、いた る所 に無 数 の 「デ

ー タベ ー ス」が存 在 し、自宅や 教室 に居 なが ら多 くの情 報 が手 に入 る。 「総合 的 な学習 の時 間」

の実 践 で もイ ンターネ ッ トを活 用 した情 報収 集の実 践 も数 多 く報告 され てい る。 しか し、単 に

イ ン ターネ ッ トか ら情報 を集 めて 、それ を コン ピュー タで整 理す る こ とでITを 活用 した と し

て しま うこ とには大 きな課題が あ る。

重 要 な こ とは 、その情報 を吟 味 し、 自分 の もの と して再構 成す る こ とであ る。 そ のた め 、情

報 を 「再構成す る力 」が課題解 決学 習 を進 め る うえで重 要な学 習 スキル とな る。 集 めて きた資

料 を単 に写 し換 え るだけではな く、 「なぜ 、そ うな った のか」r自 分 は 、 どの よ うに考 えたか 」

な ど、集 めてきた情報 を学習 内容全 体 と関連 させ るな どして も う一度 見直す意 識 を小 学校 の段

階か ら もたせ るこ とが大切で あ る。 また 、情報 のや り取 りは 、送 り手 と受け 手の コ ミュニ ケー

シ ン と して成 立す る ことに気 付かせ る こ とも重要 であ る。 このた め 、本研 究で は、ITを 活

拝,た 授業 の新 たな視点 と してr情 報活 用 にお ける思考能 力 を高 め る活 動」 を導入 した。

・1た、IT機 器 を活用す る際 には 、低 ・中 ・高学年 の発 達段階 に応 じた指導 の 目安 とな る も

¢ 匿1泌要 であ る。 このた めrITを 活 用 した授 業にお け る観 点例 」 の表 も作成 して い る。 活用

{一当た って は、 この表 を参 考 して各 学校 の実態 に応 じた能 力 ・態 度 の表 や指導 計画 を作成 し.
'"'陵と して 系統 的 に指導 を進 め るこ と等 が考 え られ る

。
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3中 学校 ・高 等学 校 にお ける授 業のIT化 と新た な観 点

「情 報活 用 の ための 思考 能力 」の 育成 は 、小 学校 段 階か ら行 われ るべ き もの で あ り、中学校

・高等 学校 にお け る授 業のIT化 の推 進 に当たって は、小 学校 段階 で指摘 され た観 点 と して あ

げ られ て い る コ ミュニ ケー シ ョン能 力等 をよ り高め 、発達 段階 に応 じたr生 き る力 」 に結 び付

けて い く必要 が あ る。本研 究 にお いて 、小 学校段 階で 、「人 との コ ミュニケー シ ョンが とれ る」

r話 の 内容 を理 解 す る」 「内容 に沿 っ た答 え を回答 す る」 「相 手 と話 した 内 容 の要 点 を ま とめ

る こ とが で き る」 な どの よ うに表現 され て い るコ ミュニ ケー シ ョン能力 は、 中学校 や高 等学 校

の段 階 で は 、 よ り抽 象的 な表現 とな る力監、そ の基本 的 な概念 は、 「情 報 を他者 との かか わ りの

中で 生 きる力 に転換 で き る能力 や態 度 」 であ って 、小学校 段 階か ら中学校 ・高等学校 まで 一頁

した 方 向性 を もつ もので あ る。

他者 の話 の 内容 を ま とめ、また 、聞 かれ て わか らない こ とを調 べて回答 す る ことが で き る と

い う、小 学 校 の最終段 階 で求 め られ る能 力 は 、中学 校段 階で は よ り高度 に抽象化 され る。 小 学

校段 階で 育成 され た能 力 をふ ま え、 「情 報 を比較 、検討 した り評 価 し合 った りす る こと」 に ょ

り、 「自 ら学 び 自 ら考 えるカ を 高 め る こ と」 が求 め られ る。 「情報 を比較 、検討 した り評価 し

合 った りす るこ と」 とは 、 自ら収集 した情 報 を他者 との コ ミュ ニケー シ ョンにお いて比較 検討

し、そ の情 報 に対 して 自分 自身 の評 価 を与 え るこ とが 出来 るこ とを求 めてい る。 また 、 「自 ら

学 び 自 ら考 えるカ を高 め る こと」 とは 、他者 との コ ミュニケ ー シ ョンにおい て比較検 討 した情

報 を基 に して、そ こか らそれ ぞれ の教科 の 目標に 向か って考 え を進 め るこ とを求 めて い る。 し

たが っ て、 この観 点 は、それ ぞれ の教科 にお いて 、 自 ら収 集 した情 報 を比較検討 し、それ ぞれ

の教科 の 目標 を達成 す るため に必要 な 学習 を行 うことを求 め る もので ある。 さ らに、高等 学校

段 階 で は、 「多用 な コ ミュニ ケー シ ョンでの探 求活 動」 を通 してや り取 りす る こ とにな るが 、

そ の方 法 につ いて も適 切 に選択 す るこ とが求 め られ る。 また 、情報 の活 用につ いて も 「社 会 的

な価値 」 や 「自己の生 き方 」 と関連 させ るこ とが求 め られ る。

従 来 、情 報教 育で は 、コ ン ピュー タ等 のIT機 器 を利用 した情報 の収集 と発信 が中心 で あ り、

結 果 と して コン ピュー タの 操作能 力 の育成 に重 点を置 きが ちで あった。そ のた めに、生 徒 の 「情

報 活 用 にお け る思考能 力 を高 め る活 動」 とい う観点 が導入 され て いない場合 が多 い。 それ ぞれ

の教 科 にお いて の授業 のIT化 は 、生徒 が情報 を文 章や 図 表 な どの 形に ま とめ、同時 に 自分 の

言葉 に よって表 現す るこ とに よ り、 自分 自身 の中に 内在 す るもの と して取 り込む こ と(認 知)

が重 要 な要 素 とな る。 この よ うな 自分 の言 葉 による取 り込 みが行 われ て 、は じめて収集 した情

報は 生徒 自身 の もの とな り、生 徒 自身が 自分 の言葉で他 者 に伝 達 も しくは発信 す るこ とが可 能

とな るか らで あ る。 自分 自身の もの と して取 り込む ため には 、継 続 的な学習 が必 要で あ る。 こ

の 「情 報活 用 にお け る思考 能力 を高 め る活 動」 を、本研 究 ではf情 報を他者 との かか わ りの 中

で生 き る力 に転換 で きる能 力や態 度 」 として い るが 、この よ うな継 続 的 な学習 を欠 いた 場合 に

は、単 に コン ピュー タに よって収 集 した情 報 を羅列 す るのみ で 考察 まで至 らない。 これ は、 中

学 校 や 高等 学校 の 「総合 的 な学 習 の時 間」等 の レポー トに多 く見 られ る現象 で ある。

なお 、 「情 報 活用 にお け る思考 能力 を高 め る活動 」 と して は、 ウエ ビング、 ブ レー ン ・ス ト

ー ミング 、小 カー ドを使 っ たグル ー一プでの 演習 な どの 、問題 を 明確 に認 知す るた めの具 体的 な

思考 方 法 を示す こ とが有効 で あ る と考 え られ る。
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N指 導事例
書陶 導 君十 画

雄 租論 轟'騰 購 菰 舗,小 。元 むか・か・伝摘 もの
小単元の目楓3
[啓緑 警離L磁 化財

、。 ・年中肌 に・い・闘tb・t・ 、ttt的1・ ・…
とす る.

[識 課 、、伝摘 ・。化財、や ・年斬 事、。込められ・・る人・の恥 や思・、 覗

在 塞 で受け継 由tれて きた わけ を考 え6.

[撞 能 ・表 環]
o地 壇1=昔 か ら伍わ 筍 「文 化財 」や 「年中 行事 」O丙#や いわ 乳 に つい て、見 学 した り調
畳 した りして偶 ぺ.わ か った こ とや脅 えた ことを ま とめ る.

[知 嵐 ・理 醐
O地 域 に奮 か ら転わ 面 「文 化財 」やt年 中行軍 」 にli医、今 も實 わ らぬ 人 々の願 い が塾 め ら
れ て いる ことを理 解す る.

4

5

響 れ_ 学晋活塾 臨導上囎鮪1甲 盤 鷲 瀦
第 一 次 「卓}血、Lω 遭 具 幽 べ1(9麟 闇 扱 い)

一
・塩剛 に世わる再o亀 域に伝わ る`蜘1:つ いτ, ・肇o椙 子董組 臨した ビ子

畳な鰯 酌宙豪や軍 蟄 した屍腔婁謡 し台う. 牢壷用重†6.

踏 瞳を釦る.o珀 馴=邑 わ 愚 「肇」につL・τ翼
・買耳と 」τ子 どものため

一 露置軒セ贋4る. o哨o畳 喪の櫨 麟や■観辱

時 ・市凶 旧薩の骨事o嗣 丙o愴 の 「牢申行亭,に,い のr文 化 財 」 の1●b4一 ジ

多魍 る.て 匪 し曾 う. を爾■す6.
・埴嬬 にあ毛窯化o学 椌的量くにあ昏r=あ る 「父¢

蹴費知毛.爵 」書鼻早する.

纂 据 o鶴 年盧の4葛 三しロ}怖畠を見る.
・馳壊のr皿 化 財」q}六 体 1Φ ア

二 二 の鳩蔭噛建2で 喜6よ う1=

攻 時 瞬雫阜の循品t量 儒する.

・臼分 の脾晒 皆もo自 身押■べたい昌』o壱R師 看.

つ ・

「 ・脚べ 石方怯 皆知o咄 円or写 中行事」や 「亥化財」 ・■書量から国侵 耀斜 豊取

む る.能 ■4愚 亭 ∬ 向Lり 藍口 し噛馴 ■くる リ冨廿るよう手配†も.

か 纂 計国 を立て愚. ・噛壊に曹炉 ら住ん"い る

し 三 ・躍び縄隅 ・露駈してい`図 ■責 ⊥にインタビュー 駈畳 けて

か 時 謁 もら此蚤ように値圏す蚤←

ら 卍 ・璽忘博廟璽 解帽裏 ・鼻行してい ・」」何o■ ら しo中 の ■ 亀、 4イ

岳 豊 る翼郭 や思いが伝わ る喩虚o「陀蘭

わ 五 ・イ ン,一 串,卜 可曹oよ う脅 えさ誓暑.

る 時 ・馳噌に骨か ら住 んでいるカ

も ・跡弁o螺 量 量■o計 口に量,τ 日鈷ロ鐸馴を圏べ ・ディジ,ル カ メラ卿 で映 1Φ イ

の べ石.ら. 像 費 記畳 さ 菅 る. 47
一
癬 ・薗冠たことを婁O購4向 こと苛=虻書価瑠ソ,ト 輝 ・自雅o繁 岩 齢1=● し て監、 1Φ ア

巽 とめ{圏帽 で重 と」bる. る■邑を遇1`セ る. 4イ

i ・自畳}o楓 うτ奪距日眞砦笥ン ビ

八 ユー9に 取 り込智.

景 ・自牙o舘 品 憲紹o蓼 とめたことを鱒諏 し倉 う。 ・で直臣挿島 肇』 り何 けら 4ア

九 介寸る、o申 円の 「重1』財マ ップ」や 「一 れるように冒「函の噛函 畳用
「 ・学口 酊撃 とめ 壱 年聞の骨曝ごよ轟 」㌍昨る. 量† る.

十 † も. ・●曾h瞳 一,と し てo富 と

麟 島陰織顧胡打 うよ5畠=† 蚤.

霧=次 「温 土の 発 てん につ くす 」〔↑O時 闇 扱 い1
1〒 を 渚用す6上 でのね らい と留且 点
・自分 に 晒要な 情報 の 切 琴融 り方 を身に 甘 けろ こと で.以 復の 掌 習 にお いて積 極 的に 世立 て

られ 蚤 ように す も.
・デ ィテ タルカ メ ラの 盛 さ(撮,て す ごに見 られ る こ と、保存 や コン ピュー タで の加 工が響

晶な こ と等〕、 映像 の書 し悪 し、撮 彫の 仕方や マナ ー郷 に も気 付 かせ6.
・導入 と して 前 年匿 叩4年 生が 掌 習Φ ま と凸 と 」て作 った恥bぺ ・一撃 を括用 す 筍;と で、 自

齢 たち も凍の 学 年の児 ■ に単 置 した こと 悲伝え た い とい う目的慧 繊 壱もたせ 、 さ らに相 手
窟聰 を もつ ことで よ りわ か りやす い 室 とめオ がで き 愚よ うに すξ1.

V研 究の ま とめ

1研 究 の成果

ITを 活 用す るた めの能 力 ・態度 と して、「情報活用 の実践 力」、「情報 の科 学 的 な理解 」、「情

報 社会 に参 画す る態度 」 に加 えて 、 「情 報 活 用にお け る思考 能力 を 高 め る活 動 」 の観 点 を設 定

し、小 学校 、中学校 、高等 学校 のそれ ぞれ の発 達段 階 にお け る具体 的 目標 の表 を作成 した。

児 童 ・生 徒一人 一人 の コン ピュー タの使 用状 況 と、学校 で の コン ピュー タの 活用 状況 を小 ・

中 ・高校 で 共通 の質 問紙調 査 を し、児 童 ・生 徒 の概 要 を知 る ことがで きた。

また 、情報 活用 にお ける思考能 力 を高 める活 動 に主眼 をおい た指 導計 画 を校 種 毎 に作成 した。

2今 後 の課題

作成 した指 導 計画 は、今 後 、研 究授 業 と して実践 し、情 報活用 にお ける思考 能 力 を高 め る活

動 につ いて効果 的 な指導 の在 り方 を検証 す る必要 があ る。
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Tを 活 用 した授 業に お ける観 点例」r1桝){資

高 等 学 校
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